
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
五
十
二
回
）

「
遣け

ん

新
羅
使

し

ら

ぎ

し

と
万
葉
集
～
そ
の
７
～

」

～
使
人
の
歌
か
ら
わ
か
っ
た
「
筑
紫

つ
く
し
の

館
む
ろ
つ
み

」
～

・
瀬
戸
内
海
は
本
州
と
四
国
・
九
州
と
に
囲
ま
れ
た
内
海
で
古
来
、
畿
内
と
九
州
を
結
ぶ
海
上
交
通

の
要
路
で
あ
っ
た
。
瀬
戸
内
海
は
夏
の
季
節
風
は
四
国
山
地
に
、
冬
の
季
節
風
は
中
国
山
地
に
よ
っ

て
各
々
遮

さ
え
ぎ

ら
れ
て
い
る
た
め
年
間
を
通
じ
て
天
候
が
安
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
古
代
は
、
予
測
さ

れ
る
激
し
い
潮
流
、
強
い
風
が
吹
く
と
き
に
は
近
く
の
港
で
停
泊
す
る
な
ど
で
対
応
し
て
い
た
こ
と

が
万
葉
集
に
も
載
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
瀬
戸
内
海
航
海
で
あ
っ
て
も
、
古
代
に
お
い
て
は
、

さ
ほ
ど
安
全
な
航
海
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
、
天
平
八
（
七
三
六
）
年
六
月
一
日
頃
（
現

在
の
七
月
十
三
日
頃
）、
難
波
津
（
現
・
大
阪
港
）
を
出
航
し
た
遣
新
羅
使
た
ち
も
、
九
州
上
陸
に

際
し
て
佐
波

さ

ば

島
の
沖
（
現
・
山
口
県
防
府
市
沖
、
周
防
灘
）
で
逆
風
に
遭
い
漂
流
し
、
豊
前

ぶ
ぜ
ん
の

国く
に

・
分
間

わ

く

ま

の
浦
（
現
・
大
分
県
中
津
市
中
津
港
付
近
）
に
命
か
ら
が
ら
漂
着
し
た
。
本
シ
リ
ー
ズ
前
回
（
第
五

十
一
回
）
で
記
し
た
が
、
使
人
た
ち
は
、
こ
の
分
間
の
浦
で
漂
流
し
た
時
の
苦
し
か
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
、
歌
を
遺
し
て
い
る
。

⦿

【
筑
紫
館
】
に
つ
い
て

・
遣
新
羅
使
ら
の
船
は
分
間
の
浦
か
ら
北
上
し
、
豊
前

ぶ

ぜ

ん

（
現
・
大
分
県
北
部
、
福
岡
県
東
部
）・
筑
前

ち
く
ぜ
ん

（
現
・
福
岡
県
中
央
部
）
両
国
の
海
岸
線
を
左
手
に
見
な
が
ら
航
行
し
、
よ
う
や
く
六
月
下
旬
（
現

在
の
八
月
上
旬
）
那な

の
大
津
へ
入
港
し
て
い
る
。

・
那
の
大
津
（
那
の
津
と
も
い
っ
た
。
）
は
福
岡
県
北
西
部
に
あ
る
玄
界
灘
に
面
し
た
博
多
湾
内
に

あ
っ
た
港
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
。



・
古
代
の
博
多
湾
の
海
岸
線
は
今
よ
り
ず
っ
と
陸
地
に
入
り
込
み
、
切
れ
込
み
の
大
き
い
海
岸
線
を

な
し
て
い
た
こ
と
が
古
地
図
等
で
推
定
さ
れ
る
。
万
葉
集
巻
十
五
に
遣
新
羅
使
一
行
が
滞
在
し
た
と

さ
れ
る
「
筑
紫
館
」
は
博
多
湾
に
面
す
る
場
所
に
設
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

・
「
筑
紫
館
」
は
、
文
献
上
（
日
本
書
紀
）
に
は
持
統
二
（
６
８
８
）
年
に
初
め
て
現
れ
て
お
り
、

平
安
時
代
に
な
っ
て
「
鴻
臚
館

こ
う
ろ
か
ん

」
と
い
う
名
に
変
わ
り
九
世
紀
前
半
ま
で
中
国
の
唐
や
朝
鮮
の
新
羅

な
ど
か
ら
の
使
節
を
接
待
、
宿
泊
さ
せ
る
迎
賓
館
で
あ
り
、
ま
た
、
我
が
国
か
ら
の
遣
唐
使
や
遣
新

羅
使
が
旅
支
度
を
す
る
対
外
公
館
で
あ
っ
た
。

・
「
筑
紫
館
」
の
特
定
し
た
位
置
は
長
い
間
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
大
正
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て

活
躍
し
た
中
山
平
次
郎
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
教
授
が
、
万
葉
集
に
詠
ま
れ
て
い
る
天
平
八
年
（
７

３
６
）
年
に
「
遣
新
羅
使
の
一
行
が
筑
紫
館
に
滞
在
中
に
遥
か
に
故
郷
を
偲
ん
で
詠
っ
た
歌
」
の
内

容
を
根
拠
と
し
、
さ
ら
に
古
地
図
な
ど
を
参
考
に
し
、
古
代
、
博
多
湾
に
突
き
出
た
丘
陵
地
で
あ
っ

た
博
多
湾
沿
岸
の
荒
津
（
現
・
福
岡
市
中
央
区
）
付
近
に
あ
っ
た
福
岡
城
跡
地
に
あ
っ
た
と
特
定
し

た
。
今
、
こ
の
場
所
は
海
の
埋
め
立
て
に
よ
り
海
岸
線
か
ら
約
一
キ
ロ
離
れ
た
地
に
あ
る
が
都
市
化

に
よ
り
博
多
湾
を
見
渡
す
こ
と
が
出
来
な
い
。

・
中
山
教
授
が
筑
紫
館
の
位
置
を
特
定
し
た
際
の
万
葉
集
は
次
の
歌
と
伝
え
ら
れ
る
。

【
筑
紫

つ

く

し

の
館た

ち

に
至
り
て
遥
か
に
本

郷

も
と
つ
く
に

を
臨
み
て
、
悽
愴

い

た

み

み
て
作
る
歌
】

１
）

志
賀

し

か

の
海
人

あ

ま

の

一
日

ひ

と

ひ

も
落
ち

ず

焼
く
塩
の
辛か

ら

き
恋
を
も



我あ
れ

は
す
る
か
も

作
者
未
詳

巻
十
五
―
３
６
５
２

（
解
説
）
志
賀
の
海
人
が
一
日
も
欠
か
さ
ず
焼
く
塩
の
よ
う
に
辛
い
、
故
郷
を
想
う
つ
ら
い
恋
を
私

は
す
る
こ
と
だ
。

「
志
賀
」
は
志
賀
島
（
福
岡
市
東
区
）
の
こ
と
で
、
博
多
湾
の
湾
口
に
位
置
し
、
今
は
海
の
中
道

に
よ
っ
て
陸

繋

り
く
け
い

島と
う

と
な
っ
て
い
る
。
志
賀
島
は
海
人
の
里
で
古
代
に
お
い
て
は
、
塩
づ
く
り
の

島
と
し
て
知
れ
渡
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

２
）
志
賀
の
浦
に

漁
い
ざ
り

す
る
海
人

あ

ま

家
人

い
へ
び
と

の

待
ち
恋
ふ
ら
む
に

明あ
か

し
釣
る
魚う

を

作
者
未
詳 

 

巻
十
五
―
３
６
５
３

（
解
説
）
家
の
者
が
帰
り
を
待
ち
恋
う
て
い
る
で
あ
ろ
う
に
、
志
賀
の
海
辺
で
漁
を
す
る
海
人
が
夜

ど
お
し
釣
っ
て
い
る
魚
よ
。

３
）
か
し
ふ
江え

に

鶴た
づ

鳴
き
渡
る

志
賀
の
浦

に

沖
つ
白
波

立
ち
し
来
ら
し
も

 
 
 
 
 
 
 

作
者
未
詳 

 

巻
十
五
―
３
６
５
４

（
解
説
）
か
し
ふ
の
入
江
に
鶴
が
鳴
き
な
が
ら
飛
ん
で
行
く
。
志
賀
の
浦
に
沖
の
白
波
が
立
っ

て
来
て
い
る
ら
し
い
。

（
写
生
地
）
「
か
し
ふ
江
」
は
福
岡
市
東
区
香
椎
に
あ
る
入
江
。
こ
の
入
江
に
あ
る
名
島
海
岸
か
ら



「
志
賀
の
海
辺
」
と
遠
く
に
「
海
の
中
道
」「
志
賀
の
山
々
」
を
描
く
。（
杏 

 

花
）

４
）
今
よ
り
は

秋
づ
き
ぬ
ら
し

あ
し
ひ
き

の

山
松
か
げ
に

ひ
ぐ
ら
し
鳴
き
ぬ

 
 
 
 
 
 

作
者
未
詳 

 

巻
十
五
―
３
６
５
５

（
解
説
）
今
や
、
も
う
す
っ
か
り
秋
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
山
の
松
か
げ
で
ヒ
グ
ラ
シ
が
し

き
り
に
鳴
い
て
い
る
。

・
ヒ
グ
ラ
シ
は
セ
ミ
の
一
種
で
夏
か
ら
秋
に
か
け
、
夜
明
け
や
日
暮
れ
に
高
く
美
し
い
声
で
「
か

な
か
な
」
と
鳴
く
。
漂
流
す
る
な
ど
し
て
、
旅
が
遅
れ
て
い
る
の
で
、
鳴
い
て
い
る
ヒ
グ
ラ
シ
の

鳴
き
声
に
、
さ
ら
に
旅
先
の
不
安
が
募
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
写
生
地
）「
福
岡
県
の
地
名
」
辞
典
に
は
、
そ
ば
に
筑
紫
館
が
置
か
れ
て
い
た
と
記
述
さ
れ
る
「
古



代
の
荒
津
山
（
現
・
福
岡
市
西
公
園
）」
山
頂
付
近
の
老
松
を
描
く
。
北
側
の
山
の
麓

に
は
博
多
湾
が
拡
が
る
。（
杏

花
）

【
海
辺
に
し
て
月
を
望
み
て
作
る
歌
】

５
）
神か

む

さ
ぶ
る

荒
津

あ

ら

つ

の
崎
に

寄
す
る
波

間ま

無
く
や

妹
に
恋
ひ
渡
り
な
む 

 
 

巻
十
五
―
３
６
６
０

 
 

作
者

土
師

は
に
し
の

稲い
な

足た
り

（
解
説
）
神
々
し
い
荒
津
の
崎
に
絶
え
る
間
も
な
く
、
寄
せ
て
は
砕く

だ

け
る
波
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

の
長
い
旅
の
間
、
絶
え
間
も
な
く
都
に
残
し
て
来
た
妻
を
、
い
つ
も
恋
し
く
思
い
つ
づ
け
る
こ
と

で
あ
ろ
う
よ
。



（
写
生
地
）
荒
津
は,

福
岡
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
筑
紫
館
址
（
福
岡
城
内
址
）
か
ら
約
１
・
５

キ
ロ
離
れ
た
「
西
公
園
」
一
帯
を
示
し
、
そ
の
岬
は
古
く
は
博
多
湾
に
突
き
で
た
丘
陵
地
で
「
荒
津

山
」
と
呼
ば
れ
た
。
と
の
説
が
あ
る
。
万
葉
歌
に
詠
わ
れ
て
い
る
「
荒
津
の
崎
」
に
想
定
さ
れ
る
「
西

公
園
」
の
先
端
部
か
ら
山
麓
の
先
に
拡
が
る
博
多
湾
と
遠
方
に
志
賀
島
な
ど
の
風
景
を
描
く
。

（
杏

花
）

【
筑
紫
の
館
の
位
置
】
に
つ
い
て

・
中
山
九
州
帝
国
大
学
教
授
は
こ
れ
ら
の
歌
は
新
羅
へ
派
遣
さ
れ
る
使
人
が
、
筑
紫
館
を
出
発
す
る

に
あ
た
り
、
は
る
か
に
故
郷
を
偲
ん
で
詠
っ
た
歌
と
考
え
、
そ
の
歌
の
内
容
か
ら
第
一
に
「
志
賀
島
」

が
見
え
る
所
、
第
二
は
「
神
さ
ぶ
る
」
の
歌
に
荒
津
の
潮
の
音
が
聞
こ
え
て
い
る
。
第
三
は
、
「
今

よ
り
は
」
で
近
く
の
松
山
に
蝉
の
声
が
聞
こ
え
る
。
こ
の
三
点
か
ら
考
え
て
福
岡
城
築
城(

慶
長
１

２
年
完
成)

以
前
の
福
崎
の
地
以
外
に
な
い
と
論
考
さ
れ
「
筑
紫
館
は
博
多
湾
を
隔
て
て
志
賀
島
を

望
む
べ
く
、
又
、
西
公
園
を
見
る
べ
き
海
岸
の
山
地
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
地
点
は
、
福
岡



城
の
位
置
よ
り
ほ
か
に
な
い
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

・
昭
和
６
２
年
１
２
月
に
中
山
教
授
が
筑
紫
館
の
あ
っ
た
位
置
と
特
定
さ
れ
た
福
岡
城
址
の
一
角
に

あ
っ
た
プ
ロ
野
球
西
鉄
球
団
の
本
拠
地
・
平
和
台
球
場
の
改
修
工
事
行
う
際
に
実
施
し
た
福
岡
市

（
教
育
委
員
会
）
の
発
掘
調
査
を
契
機
に
、
そ
の
後
の
継
続
的
調
査
の
実
施
で
奈
良
時
代
以
前
（
筑

紫
館
）
の
塀
と
門
、
奈
良
時
代
の
塀
と
掘
立
柱
な
ど
と
、
多
く
の
中
国
製
陶
磁
器
な
ど
の
遺
構
、
遺

物
が
出
土
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
地
が
「
筑
紫
館
（
後
の
鴻
臚
館

こ
う
ろ
か
ん

）
址
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
同
遺
跡
は
国
指
定
の
文
化
財
（
史
跡
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
参
考
文
献
）
日
本
古
典
文
学
大
系
「
万
葉
集
」、
博
多
に
強
く
な
ろ
う
シ
リ
ー
ズ
「
鴻
臚
館
」、
上
野
誠
氏
「
万
葉
び
と
の
筑
紫
」

 
 
 
 
 
 

日
本
歴
史
大
系
「
福
岡
県
の
地
名
」
な
ど

「
位
置
図
」


